
令和2年度～4年度
地域との協働による高等学校教育改革推進事業

（プロフェッショナル型）

「地域に学び、地域に還元する
つながりの構築と実践」

～高付加価値を生み出す創造力と技術力の育成～

福井県立科学技術高等学校



工業 ５学科

機械 化学 デザイン 電気 情報



＜福井県の地域性＞
産業

「中小企業を中心とした下請け構造」

・ものづくりの技術 →高い
・安定志向 →強い
・クリエイティブな技術者 →不足

・県外へ進学 →Uターン率低い

地域で活躍できる技術者の育成



＜研究開発目標＞（人材育成カリキュラム）

①「工業の高い知識と技術力 を身に付ける」

②「地域の一員として 積極的に関わる」

③「福井の工業に 新しい価値を生み出す」



１年 ２年 ３年
工業技術基礎

実習

現場見学

産業技術探究

実習

インターンシップ

KAGI-Lab
（課題研究）

実習

・工業学科専門科目
・国家資格・検定試験・高難度国家資格取得

・高度技術者による技術指導ふくいの産業



３年探究

２年探究



本校の取組
研究開発目標

①「工業の高い知識と技術力を身に付ける」



旋盤作業2級 ２名合格

機械検査作業2級 ３名合格

全国高校生 溶接技術 競技会

全国 第２位

若年者ものづくり全国大会 出場
（20歳以下） 旋 盤

工業の高い知識と技術力を身に付ける



２級電気工事施工管理
技術検定
３年生 ３２名

クラス全員 合格

工事担任者総合通信
３年生 ３１名

クラス全員 合格

ＩＴパスポート試験
１年生

クラス全員 合格

・タブレットを
使った学習

・放課後の
教えあい

・GoogleClass
の活用

・YouTube動画
の活用

工業の高い知識と技術力を身に付ける



本校の取組
研究開発目標

②「地域の一員として 積極的に関わる」



コンソーシアム委員との座談会（意見交換）



社西公民館まつり 10月16日

・小学校の 新聞台製作
・地元歴史を伝える紙芝居 製作
・足羽山動物園 応援プロジェクト
・東浦みかん プロジェクト
・福農トマト パッケージデザイン
・北陸新幹線開業 カウントダウンボード
・くらげ公民館 活性化 など



足羽山動物園 応援プロジェクトの企画書

生徒側（提案）

・顔出しパネル →

・缶バッジ →

・アニマル →
クリップ

経年劣化が激しい
雨天時の対応

文字などが小さくな
り見えづらい

物販コーナーで販売
できると良い

動物園側（回答）





本校の取組
研究開発目標

③「福井の工業に 新しい価値を生み出す」



探究テーマ
商品開発：ランドセル

・デザインを商品化する
難しさ

・社会からの評価の
厳しさ

3年 課題研究（企業連携）



探究テーマ
トチノキ（樹齢500年 地元のシンボル）

を後世に残す

絆を深める 「モニュメント」

3年 課題研究（地域協働）

児童が使う 「定規」



「探究学習」の縦のつながり

1年 「ふくいの産業」 （県事業）

2年 「産業技術探究」（探究学習）
（学校設定科目）

3年 「課題研究 KAGI-Lab」（探究学習）

学科連携 協働研究 → 生徒実行委員会



産業技術探究







●評価基準の設定（ルーブリック）抜粋

内容：福井の産業についての解決策を考えよう

５ 課題と解決策が明確に記載され、解決策に
至るまでの根拠が分かりやすい。

４ 課題と解決策が挙げられているが、根拠が
十分でない。

３ 課題もしくは解決策が講演の内容と関連し
ている。

２ 講演の内容と関連していない。

１ 記載がない。

評価



２年「産業技術探究」
「課題解決学習発表会」

令和4年3月14日



・自分たちの探究を身振り手振りを交えながら発表

・教師からの質問 → 的確に回答

・今までインプットしてきた学びを
アウトプットしている姿に感動
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コミュニケーション力の変化

１年生 3年生
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地域へ貢献しようとする気持ち

１年生 3年生

46％ 68％68％



今後について

①生徒の意識の変容・行動の変化を把握して、
さらに生徒が主体的に取り組めるようにする。

②学科に関連する企業を中心に地域とのつながりを
さらに拡大していく。

③産業技術探究の指導を通して、探究学習に対する
教員の意識をさらに高めていく。


